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１ 学校教育目標 
 (1) 校訓 

    明るく 強く 美しく 

(2) 学校教育目標 

  仲良く、学ぶ玉川っ子 

(3) 児童像 

  ・  自分の考えをもち、明るく自信をもって学習する児童  

  ・  強く元気な体を目指し、進んで運動する児童 

  ・  自然や人間を愛し、美しく穏やかな心で生活する児童  

 

２ 学校教育の努力点とその推進計画  

(1) テーマ 

「自ら、ともに、学び続ける児童の育成」 

～仲間と思いや考えを伝え合う活動を通して～ 

(2) ねらい 

 本校ではこれまでの３年間、「主体的・対話的で深い学びの実現」を目標にし、

ICT を活用した授業研究に取り組んできた。その結果、「めあてをつかむ場面」や

「仲間と対話する場面」、「学びを振り返る場面」の各活動において ICT を活用し、

子ども一人一人が仲間の考えを参考にして自分の考えを深めたり、学びを振り返

って子ども自身が新たな課題を設定したりすることができたと考える。３年間の

取り組みによって、協働的な学びと個別最適な学びの一体的な充実を進めたこと

は、本校が目指す子どもの育成につながった。  

令和６年度からは、「ナゴヤ学びのコンパス」が名古屋市の学びの方針として位

置づけられた。これは、名古屋市の全ての子どもが学びを通して自分らしく、幸

せに生きていくことができるよう子ども観の転換を図り、「子ども中心の学び」を

大切にして、自律して学び続ける子を育成することを目指したものである。そこ

で、本校では、「自ら、ともに、学び続ける児童の育成」をテーマに研究を進めて

いくことにした。その中でも、研究の一年目として、「多様な人と学び合う姿」を

目指すことを重視していきたい。  

多様な人と学び合うことを実現するためには、学級の仲間と安心して学び合う

ことができる「ゆるやかな協働性」を醸成することが大切である。そこで、仲間

と思いや考えを伝え合う活動に重点を置いた手立てを考え、各学年での実践を進

めていきたい。手立てにおいては、教師がもつ知識や考え等を一方的に子どもに

与えるような関わり方ではなく、教師が伴走者として子どもに問うことや引き出

そうと働きかけるような関わり方を大切にし、子どもが自分自身で、あるいは仲

間と共に考えや答えを見出していくことができるような工夫を取り入れるように

する。これらを踏まえた上で、様々な人と協働的に学習や活動に取り組む場を大

切にしていくことで、本校の努力点テーマである「自ら、ともに、学び続ける児

童の育成」を目指していく。  
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(3) 研究の組織（※わかば学級は各学年へ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 年間実践計画 

 月 日  推進の方法  内  容  

４月 ４日（木） 努力点推進委員会  ・ 研究主題、推進計画の提案  

・ 各学年の目指す児童像検討  

４月１１日（木） 努力点全体会・学年部

会  

・ 研究主題、推進計画、実践手立て、

実態調査の提案  

・ 目指す児童像・推進計画の話し合い  

・ 児童の実態調査  

７月１８日（木） 学年部会  ・ 手だての検討  

・ 前期授業実践の検討  

・ 全体授業のアイデア  

８月２６日（月） 努力点推進委員会  ・ 授業実践、成果の報告、まとめ  

・ 中間報告会のまとめ方について  

・ 後期授業実践の検討  

９月 ９日（月） 努力点全体会  

（事前検討会）  

・ 全体授業の事前検討  

１０月 ３日（木） 努力点全体授業研究  

努力点全体会（事後） 

・ 全体授業  

・ 全体授業の事後検討会  

１０月２１日（月） 

 

努力点全体会  

（中間報告）  

・ 前期の成果と課題について  

・ 後期授業実践の検討  

１２月２３日（月） 努力点推進委員会  ・ 実践報告のまとめ方について  

・ 実践後の実態調査  

２月１０日（月） 努力点全体会  

（最終報告会）  

・ １年間の実践のまとめ発表  

・ １年間の反省  

・ 次年度の内容の検討１  

２月２７日（木） 努力点推進委員会  ・ 次年度の内容の検討２  

３月１３日（木） 努力点全体会  ・ 次年度の研究主題、推進計画  

※ 上記以外にも、必要に応じて各学年部会（低学年部会、中学年部会、高学年部会）を開く。  
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